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国内における新型インフルエンザ患者の発生について 

 

16 日、国内において、海外渡航歴のない新型インフルエンザ(インフルエンザA/H１N1)患者

が発生したことから「新型インフルエンザ対策行動計画」の第二段階(国内発生早期)として

の対策を進めることを決定しました。 

 これを受けて町としても道や国、関係機関と連携し必要な対策をおこなっていきます。 

町民の皆様には、国内で発生したことから、これまで以上に、通常のインフルエンザと同様

に、咳エチケットや手洗いの励行など、個人で出来る感染予防に努めていただきたいと思い

ます。 

以下に対策のポイントの再確認とあわてないための備えをまとめましたので 

冷静な行動をお願いいたします。 

新型インフルエンザで現れる症状 

季節性のインフルエンザの症状に似た症状が出ます。 

咳、鼻水等の気道の炎症に伴う症状に加え、突然の発熱、全身倦怠感、頭痛、

筋肉痛、食欲不振や吐き気、嘔吐や下痢などの症状を発する人もいます。 

 

症状のある方で次の条件にあてはまる方はお早めに相談を！ 

３８℃以上の発熱、せきや息切れなどの呼吸器症状が現れた場合で 

1、 ７日以内に海外渡航歴がある方 
2、 ７日以内に関西方面(大阪府、兵庫県、和歌山県)に滞在又は旅行した方は 

必ず事前に最寄りの保健所(発熱相談センター)に電話で相談し、指示を受けた上で 

紹介された医療機関を受診すること。 

＊最寄りの保健所(発熱相談センター) 

  静内保健所 0146-42-0251  9時～21時 (緊急時は24時間対応) 

浦河保健所 014６-22-3071     〃 

     北海道庁健康安全室 011-204-5253 24時間対応 

                                                 
                                                         (慌てないための備えは裏面にあります) 
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冷静に、慌てずに、２週間分の備蓄を 

  
感染防止上、不要不急の外出をしないことが原則ですので、国では２週間程度の備蓄を 

推奨しています。 

   
個人での備蓄物品の例 

○食料（長期保存可能なもの）の例 

 米、乾麺類（そば、うどん等）、切り餅、コーンフレーク・シリアル類、乾

パン、各種調味料、レトルト・フリーズドライ食品、冷凍食品、インスタン

トラーメン、缶詰、菓子類 

ミネラルウォーター、ペットボトルや缶入りの飲料、育児用調整粉乳 

 

○日用品・医療品の例 

   マスク（不織布製）、ゴム手袋（破れにくいもの） 

漂白剤（次亜塩素酸ナトリウム：消毒効果あり） 

消毒用アルコール（アルコール60～80%） 

常備薬（胃腸薬、痛み止め、解熱鎮痛剤等） 

その他持病の処方薬 

絆創膏、ガーゼ・コットン、水枕・氷枕 

トイレットペーパー、ティッシュペーパー、保湿ティッシュ 

洗剤（衣類・食器等）・石鹸、シャンプー・リンス 

紙おむつ、生理用品（女性用） 

ごみ用ビニール袋、ビニール袋（汚染されたごみの密封等に利用） 

カセットコンロ・ボンベ、懐中電灯、乾電池 

   
     参考     農林水産省 家庭用食料品備蓄ガイド http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/kas/newinflu/top/newpag 

個人、家庭及び地域における新型インフルエンザガイドライン 

             http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/pdf/09- 

日頃から情報収集して、冷静な対応を・・ 

町民の皆様には、重ねて、国や道、町からの正しい情報に基づき冷静な対応

をお願いいたします。 

 

一般的な相談・お問い合わせ 

                   新ひだか町静内保健福祉センター  

                                 0146-42-1287   (8:45～17:30) 

新ひだか町三石保健センター     

0146-33-2233   (8:45～17:30) 
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